
2026年3月期
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決算説明資料

2026年5月29日

株式会社共立メンテナンス
〔証券コード 9616〕

・皆さま、おはようございます。
  共立メンテナンスの高久でございます。

・本日はご多用のところ、
株式会社共立メンテナンス 2026年3月期 決算説明会に
ご参加を賜り、誠にありがとうございます。

・今回の決算説明会も国内の投資家の皆さまはもちろんのこと、
海外からも多くの投資家様にご参加いただいております。
重ねて厚く御礼申し上げます。

  ※香港、シンガポール

・当期におきましては、大阪・関西万博による旺盛な宿泊需要や、
過去最多の年間4,200万人を突破したインバウンド需要などが、
ホテル事業における力強いベースとなりました。
 ※訪日外客数：2025年1～12月累計4,268万人（+15.8%）

・一方で、継続するコスト高に加え、日中関係や中東情勢の動向など、
注視すべき環境の変化も続いております。
こうした予測困難な外部環境の変化に対しては、これまで以上に注視し、
柔軟に対応していく必要があると考えております。

・そのような中、今回の決算説明会では、
3期連続で過去最高益を更新した、2026年3月期の決算概要と、
2027年3月期の通期業績予想、
そして、2023年５月に発表した、中期経営計画の進捗状況を
ご報告させて頂きますので、どうぞよろしくお願いいたします。

（次のページへ）
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・それでは、まず私、髙久より
202６年3月期の決算概要について、ご説明をさせていただいたのちに、

  
社長の中村より、

  2027年3月期 通期業績予想及び、中期経営計画の進捗状況について
ご説明をさせていただきます。

（次のページへ）
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・それでは、始めさせていただきます。
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（億円）

2026年3月期 決算ハイライト

売
上
高

状況

ホテル事業

・稼働室数の増加、販売価格適正化による増収

┗ 期初稼働率97.4％（前期比+0.4pt）

・食材費をはじめとする運営コストの増加を吸収して増益

・販売価格の適正化推進、コスト増加を吸収して増収増益

・インバウンド比率21.4％（前期比+1.1pt）

・自社予約比率２5．8％（前期比+3.0pt）

┗ Dormy’s 会員201万人（前期比+61.4％）

寮事業

その他

・不動産流動化を4件実行

┗ 売上高350億円 営業利益23億円

３期連続最高益更新、当期純利益は前期比28.5%増の187億円

コロナ影響期間

95 

69 

-121 

5 

42 

124 

145 

187 

FY3/19 FY3/20 FY3/21 FY3/22 FY3/23 FY3/24 FY3/25 FY 3/26

寮事業

ドーミーイン事業

リゾート事業

その他

当期純利益

【決算ハイライト説明 （常務取締役 髙久 学）】

⚫ 2026年3月期（2025年4月-2026年3月）の連結業績は、食材費や人件費等のコスト上昇影響を受けるも、
大阪・関西万博や訪日旅行人気の高まりを背景に、すべての段階利益において、
3期連続での過去最高益更新。

⚫ 寮事業は、未出店エリア（岡山、高松、徳島）へ進出しつつ、期初稼働率97.4％と前年を上回るスタート。 

⚫ 長期契約室数の増加と販売価格の適正化により増収増益。

⚫ ホテル事業は、インバウンドや国内の宿泊需要を捉え、販売価格の適正化も推進したことで増収増益。  

インバウンド比率21.4％、自社予約比率25.8％へ上昇し、「Dormy‘s」会員数は200万人を突破。

⚫ そのほか、財務バランスを勘案した投資資金の早期回収として、計4件の不動産流動化を実行。
売上高350億円、営業利益23億円を計上。

3

・まず始めは、2026年3月期の決算ハイライトになります。

・当期の連結業績は、食材費や人件費などのコスト上昇の影響を受けたものの、大阪・関西万博
による宿泊需要や、継続的な訪日旅行人気の高まりを背景に、すべての段階利益において
3期連続での過去最高益更新となりました。

・事業別の主なトピックスとしては、

・まず、寮事業ですが、当期は未出店エリアであった岡山、高松、徳島への進出を図りながらも、

期初稼働率97.4％と前年を上回る高稼働でのスタートとなりました。
また、学生・社員寮の長期契約室数を着実に伸ばしたことに加え、
販売価格の適正化に継続して取り組んだことにより増収増益となりました。
※学生：202,205室 → 215,313室(＋13,108室 / +6.4％)
社員：91,555室 → 99,667室(＋8,112室 / ＋8.8％)

・次にホテル事業ですが、インバウンド需要や国内の宿泊需要を的確に捉えるとともに、
販売価格の適正化も推進したことにより、増収増益となりました。 
インバウンド比率は21.4％、自社予約比率は25.8％へとそれぞれ上昇し、
メンバ－シッププログラム「Dormy‘s」の会員数も20０万人を突破いたしました。

・なお、そのほかでは、
不動産流動化を計4件実行し、売上高350億円、営業利益23億円を計上しており、

  財務バランスを勘案しながら投資資金の早期回収も実行いたしました。
※不動産流動化：野乃熊本・野乃福井・野乃浅草別邸・熱海テラス（売上高35,099M、利益2,343M）

（次のページへ）
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連結業績と主要経営指標

特殊要因

左記要因除く

前期比不動産流動化

増減分

減損損失 税効果

+325 ― ― +137 +6.0%

+21 ― ― +21 +10.7%

+21 ― ― +26 +12.3%

+15 -5 +9 +21 +15.0%

FY 3/25

実績
(2024/4–2025/3)

FY 3/26

実績
(2025/4–2026/3)

前期比

売上高 2,289 2,752 +463 +20.2%

営業利益 204 248 +43 +21.2%

経常利益 214  262 +47 +22.3%

当期純利益 145 187 +41 +28.5%

EPS(円) 186.6 221.8 +35.3 +18.9%

減価償却費 77 90 +13 +17.1%

キャッシュ・

フロー※2 222 277 +54 +24.5%

設備投資額 480 421 -58 -12.2%

（億円）

※1

A B C D A B C D

※1 2025年4月1日から2026年3月31日までになされた転換社債型新株予約権付社債の転換行使による新株発行（12,804,084株）の影響を考慮して算定、影響額を控除したEPSは239.6円（前期比＋28.4％）

※2 キャッシュ・フロー : 当期純利益+減価償却費 

145
187

FY3/25

実績

不動産流動化

増減分

減損損失 税効果 FY3/26

業績
実質

成長力

▌当期純利益

B C D

-5

+9
+21

+15

【連結業績と主要経営資料の説明 （常務取締役 髙久 学）】

2026年3月期（2025年4月-2026年3月）の連結業績は以下の通り。

⚫ 売上高：2,752億円（前期比 +20.2%）

⚫ 営業利益：248億円（前期比 +21.2%）

⚫ 経常利益：262億円（前期比 +22.3%）

⚫ 当期純利益：187億円（前期比 +28.5%）

⚫ 当期純利益は、減損損失約11億円の計上があったものの、
税効果会計のプラス影響もあり大幅な増益。
すべての段階利益において3期連続となる過去最高益を更新。

⚫ 特殊要因（不動産流動化、減損損失、税効果の増減額）を除いた実質成長力においても、
売上高137億円の増収、営業利益21億円、経常利益26億円、当期純利益21億円の増益を達成。
各段階利益で20億円超、10％を超える成長を実現。

4

・続いては、連結業績と主要な経営指標についてご説明いたします。
売上高は、前期比20.2％増の2,752億円、
営業利益は、前期比21.2%増の248億円となり、
経常利益は、前期比22.3%増の262億円となりました。

・なお、当期純利益においては、
減損損失約11億円の計上がありましたが、税効果会計によるプラス影響もあり、
前期比28.5%増の187億円となり、すべての段階利益において3期連続となる
最高益更新となりました。

※減損損失
前期：311M…蓮月：22３M 等
当期：1,119M…観音崎：349M・ラビスタ草津：249M・霧島ヒルズ：216M・GC横浜中華街：114M 等

※税金影響（税効果△999M）
前期：税前利益20,798M 法人税5,433M 法人税等調整額 802M 税率30.0%
当期：税前利益24,798M 法人税7,464M 法人税等調整額△1,375M 税率24.6%
当期（税効果除く）：税前利益24,798M 法人税7,464M 法人税等調整額△376M（税効果除く） 税率2８.6%

・そして、右側には、実質ベースでの前期比較をお示しするために、
  特殊要因を除いた数値を記載しており、B列の不動産流動化、C列の減損損失、
Ｄ列の税効果の増減額を考慮した実質成長力では、
売上高は137億円の増収となり、営業利益２１億円、経常利益26億円、
当期純利益21億円と各段階利益においても、２０億円超、１０％を超える成長を実現しております。

（次のページへ）
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60.7

154.3

30.6

12.1
2.4 6.7

-4.2

61.9

190.9

19.5

2.9 5.9

30.4

-1.8

寮 ドーミーイン リゾート 総合ビル

マネジメント

フーズ デベロップ

メント

その他

FY 3/25 実績

FY 3/26 実績

549 

838

554

271

125 99 178

579 

922

570

221
140

431

196

寮 ドーミーイン リゾート 総合ビル

マネジメント

フーズ デベロップ

メント

その他

FY 3/25 実績

FY 3/26 実績

売上高および営業利益の事業セグメント別内訳

ホテル合計

FY 3/25 184.9

FY 3/26 210.5

（億円）

（億円）

ホテル合計

FY 3/25 1,392

FY 3/26 1,492

▌売上高

▌営業利益

（セグメント間内部取引消去前）

▌ セグメント別構成比 FY 3/26 実績

20.0%

61.6%

6.3%
1.0%

1.9%

9.8%

-0.6%

18.9%

30.1%

18.6%

7.2%

4.6%

14.1%

6.4%

外側 売上高

内側 営業利益

■寮事業

■ドーミーイン事業■リゾート事業

■その他

■デベロップメント

■フーズ

■総合ビル  
■マネジメント

【売上高および営業利益の事業セグメント別内訳の説明 （常務取締役 髙久 学）】

⚫ デベロップメント事業の大幅な増益は、ラビスタ熱海テラスを含む
計4物件の不動産流動化を実行したことによる。

5

・続いてのスライドでは、売上高および営業利益の事業セグメント別内訳を、前期との比較で
お示ししております。

・デベロップメント事業の大幅な増益につきましては、ラビスタ熱海テラスを含む4物件の
不動産流動化を実行したことによるものであります。
※不動産流動化：野乃熊本・野乃福井・野乃浅草別邸・熱海テラス（売上高35,099M、利益2,343M）

（次のページへ）
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+12.7 +0.4 +17.0

-0.1

FY 3/25 既存棟 FY 3/25

開業棟
FY 3/26

開業棟
その他 FY 3/26

+6.5 +1.3 +0.0

-6.6

FY 3/25 既存棟 FY 3/25

開業棟
FY 3/26

開業棟
その他 FY 3/26

▌売上高

▌営業利益

（億円）

（億円）

1 2 3

1

2 3

前期から 30.0億円／5.5％の増収

前期から 1.1億円／1.9％の増益

4
579.2

549.2

61.960.7

売上高および営業利益

1

2

4

1

2

3

4 受託事業 他 -0.1

本部費用 他 -6.6

販売価格適正化および稼働増加 +13.2

契約金減少 -1.7

コストインフレーション 他（食材費・人件費費等） -5.0

販売価格適正化および稼働増加 +14.4

契約金減少 -1.7

販売価格適正化および稼働増加 +1.1

契約金減少 -0.7

販売価格適正化および稼働増加 +1.0

契約金減少 -0.7

コストの減少（開業費等） +1.0

FY 3/26開業棟 13棟（1,405室）
ドーミー相模大野2 53室 ドーミー名駅亀島アネックス 89室

ドーミー坂戸駅前 172室 ドーミー壬生三条 77室

ドーミー浦安3 33室 ドーミー西大路五条 114室

ドーミー札幌西18丁目 147室 ドーミー岡山南方 178室

ドーミー札幌西11丁目 100室 ドーミー高松錦町 126室

ドーミー仙台川内Hills 156室 徳島大学提携国際学生寮アズール 119室

ドーミー東戸塚GR 41室

4

3 契約金増加 +2.2

開業費増加 他 -2.2

寮事業

【寮事業の売上高および営業利益の説明 （常務取締役 髙久 学）】

⚫ 売上高：579.2億円（前期比 +5.5%） 

⚫ 営業利益：61.9億円（前期比 +1.9%）

⚫ KPIとなる期初稼働率は 97.4％（前期比 +0.4pt）と好調なスタートを記録。
⚫ 販売価格の適正化や、当期開業した13棟1,405室の増室効果により増収。
⚫ 営業利益については、増収効果があったものの、

食材費等のコストインフレや本部費用の増加等による影響を受けた。

6

・それでは、ここからは、各セグメント毎に、ご説明いたします。

・まず、寮事業についてですが、KPIとなる期初稼働率は、
前期比0.4ポイント増となる、97.4％でのスタートとなり、
販売価格の適正化や、当期開業の13棟1,405室の増室効果等もあり、
売上高は、前期から5.5％増となる、５７９億2千万円となりました。

・営業利益につきましては、増収による増益効果があったものの、
食材費等のコストインフレや本部費用の増加等もあり、
前期から1.9％増益となる、61億９千万円となりました。

（次のページへ）
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コロナ影響期間

FY 3/26 FY 3/27 前期比

期初稼働率 97.4% 98.5% +1.1pt  

物件数（棟） 536 542 +6  

定員数（室） 46,266 47,920 +1,654

稼働数（室） 45,082 47,225 +2,143

期初稼働率および契約別室数推移

FY 3/26 FY 3/27 前期比

ドミール 6,416 6,393 -23

社員 12,154 12,401 +247

留学生 3,480 3,708 +228

学 生 23,032 24,723 +1,691

寮事業

▌ 稼働数の内訳（室）

学生 留学生 社員 ドミール定員数期初稼働率（%）

（室）

18,342 18,213 18,354 18,944 
21,116 22,313 22,255 23,032 24,723 

2,660 3,079 2,466 1,934 

1,977 
3,586 3,417 3,480 

3,708 12,085 
13,266 

12,405 11,615 
11,368 

11,017 11,595 
12,154 

12,401 
5,293 

5,531 
5,673 5,909 

6,154 

6,338 6,357 
6,416 

6,393 

97.7
98.7

93.7
92.1

93.5

98.2
97.0 97.4

98.5

39,270 
40,602 41,534 41,717 

43,444 44,025 44,966 
46,266 

47,920 

FY 3/19 FY 3/20 FY 3/21 FY 3/22 FY 3/23 FY 3/24 FY 3/25 FY 3/26 FY 3/27

【寮事業の期初稼働率および契約別室数推移の説明 （常務取締役 髙久 学）】

⚫ 2026年3月期の期初稼働率は97.4％（前期比 +0.4ｐｔ）でのスタート。

⚫ 足元となる2027年3月期の期初稼働率は98.5％（前期比 +1.1ｐｔ）と好調なスタート。

⚫ 2027年3月期の期初稼働室数は、学生寮を中心に大型事業所の開業もあり、
前期より2,143室増の合計47,225室でのスタート。
内訳は以下の通り。 

学生寮：24,723室（前期比 +1,691室）  

社員寮：12,401室（前期比 +247室）

7

・このスライドでは、寮事業のKPIである期初稼働率と、契約室数を
お示ししております。

・御覧の通り、２０２６年３月期の期初稼働率は、
前期比０．４ポイントプラスの９７．４％でのスタートとなりました。

・そして、足元今年4月、2027年3月期の期初稼働率は、
前期比1.1ポイントプラスの98.5％と好調なスタートとなりました。

・なお、 2027年3月期の期初稼働室数につきましては、
学生寮を中心に大型事業所の開業もあり、
学生寮は前期より1,691室増の２４，７２３室となり、
社員寮は前期より２４７室増の12,４０１室、
留学生やドミールを含めた合計で、前期より2,143室増の47,２２５室
でのスタートとなっております。
※東海大Hills：493室・ドーミー市谷加賀：355室・ドーミー八王子大塚：330室 等

（次のページへ）
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+9.3+54.0 +0.7
+20.2

FY 3/25 既存棟 FY 3/25

開業棟
FY 3/26

開業棟
その他 FY 3/26

-4.5

+31.8 +0.1 +9.2

FY 3/25 既存棟 FY 3/25

開業棟
FY 3/26

開業棟
その他 FY 3/26

売上高および営業利益

▌売上高

▌営業利益

（億円）

（億円）

1

2 3

1

前期から 84.2億円／10.1％の増収

前期から 36.6億円／23.8％の増益

ドーミーイン事業

838.0

190.9
154.3

2 1

2

1

2

4

RevPAR上昇に伴う増益 +45.2

集客手数料減少（自社予約比率上昇） +1.0

コストインフレーション 他（リネン・人件費・食材費等） -14.4

RevPAR上昇に伴う増収 +54.0

＠14,853円 前期比 +1,057円(+7.7％) 

大規模リニューアル影響 +19.0

開業準備費用減少 +2.0

本部費用 他 -11.8

FY 3/25開業棟  1棟（78室）

10月 global cabin 横浜中華街 78室

大規模リニューアル影響 +17.9

韓国 他 +2.3

922.2

4

3

4Q累計

自社予約比率 27.1%
（前期比+3.7pt）

インバウンド比率 25.5%
（前期比+0.2pt）

FY 3/26開業棟  4棟（636室）

10月 ドーミーイン敦賀 199室

10月 ドーミーインEXPRESS 雲南 94室

11月 御宿 野乃熊本 191室

3月 御宿 野乃福井 152室

【ドーミーイン事業の売上高および営業利益の説明 （常務取締役 髙久 学）】

⚫ 売上高：922.2億円（前期比 +10.1％） 

⚫ 営業利益：190.9億円（前期比 +23.8％）

⚫ 当期は大阪・関西万博による宿泊需要の高まりがあった一方、
災害予言の誤情報や日中間の政治的緊張の影響も受ける中、
需要を捉えた積極的な販売活動およびレベニューマネジメントを徹底。

⚫ 主要指標である自社予約比率、インバウンド比率は以下の通り。 

自社予約比率：27.1%（前期比 +3.7ｐｔ） 

インバウンド比率：25.5％（前期比 +0.2ｐｔ）

⚫ 既存棟においては、RevPARが前年同期に比べて1,057 円（7.7％）上昇したことで、
売上高54億円の増収、利益で31.8億円の増益を記録。

⚫ その他、大規模リニューアル工事の減少等により本部費用等の増加を吸収し、
利益影響額は前期比プラス9.2億円。

・続きまして、ドーミーイン事業です。
当期は、大阪・関西万博による宿泊需要の高まりから始まりましたが、その後

７月５日の災害予言の誤情報や、日中間の政治的緊張の影響もありました。
そのような環境下、需要を捉えた積極的な販売活動および
レベニューマネジメントを徹底してまいりました。
右上に記載の通り、自社予約比率は前期比3.7ポイント増の27.1%、
インバウンド比率は前期比0.2ポイント増の25.5％となりました。

・その結果、既存棟においては、RevPARが、前年同期に比べて1,057円・7.7％上昇し、
54億円の増収となり、利益ベースでも、31億8千万円の増益となりました。

・また、その他では大規模リニューアル工事の減少等により本部費用等の増加を吸収し、
利益影響額は前期比プラス９億２千万円となっております。
※大規模リニューアル 前期：14棟（仙台AN・P渋谷・下関・姫路・北見・稚内・甲府・松本・三島・高松・高崎・倉敷・新潟・札幌AN）

 当期：9棟（札幌AN・八丁堀・苫小牧・仙台駅前・秋葉原・博多祇園・広島・弘前・秋田）

・この結果、ドーミーイン事業全体では、
売上高は、前期比10.1％増となる、922億2千万円となり、
営業利益は、前期比23.8％増となる、1９０億９千万円と大幅な増益となりました。

（次のページへ）
メモ：営業利益内訳
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稼働率、客室単価およびRevPARの月別推移

※ 同一条件下で比較するために 2024年4月以降に開業したホテルを除外

客室単価※1 RevPAR※1稼働率※1

1Q 2Q 3Q 4Q 通期

FY 3/25 84.5 86.7 90.2 86.2 86.9

FY 3/26 86.6 89.1 91.5 88.4 88.9

前期比 +2.2pt +2.4pt +1.3pt +2.1pt +2.0pt

▌ 稼働率 （％）

1Q 2Q 3Q 4Q 通期

FY 3/25 15.0 16.2 16.4 15.7 15.8

FY 3/26 16.3 16.6 17.6 16.1 16.7

前期比 +1.2 +0.3 +1.2 +0.3 +0.8

▌ 客室単価 （千円）

1Q 2Q 3Q 4Q 通期

FY 3/25 12.7 14.0 14.8 13.5 13.7

FY 3/26 14.1 14.8 16.1 14.2 14.8

前期比 +1.4 +0.7 +1.3 +0.6 +1.0

▌ RevPAR （千円）

客室単価（千円）※ RevPAR（千円）※稼働率（％）※

ドーミーイン事業

(+2.6pt)

(+6.1％)

(+9.2％)

速報
(前期比)

FY 3/25 FY 3/26 FY 3/27

15.2 15.4 

14.4 

15.7 

17.4 

15.5 

16.3 
16.9 

16.0 

15.4 

16.0 
15.7 

16.8 
17.0 

15.0 

15.9 

17.8 

15.9 

17.9 
18.2 

16.7 

15.2 

16.6 16.4 
17.1 

18.0

12.9 
12.9 

12.1 

13.5 

15.0 

13.5 

14.9 

15.5 

14.0 
13.0 

13.9 

13.7 
14.5 

14.8 

12.9 

13.9 

16.1 

14.3 

16.6 
16.8 

14.9 

12.9 

14.9 

14.9 

15.1 

16.2 

84.8%

84.0%

84.6%

86.5%

86.6%

87.0%

91.2%

91.7%

87.6%

84.2%

87.0%

87.6%

86.7%

87.0%

86.2%

87.3%

90.0%

90.0%

93.1%

92.4%

89.0%

85.0%

89.6%
90.6%

88.5%

89.6%

8

10

12

14

16

18

20

22

24

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

【ドーミーイン事業の稼働率、客室単価およびRevPARの月別推移の説明 （常務取締役 髙久 学）】

⚫ 稼働率：88.9％（前期比 +2.0pt）

⚫ 客室単価：16,704円（前期比 +830円）

⚫ RevPAR：14,853 円（前期比 +1,057 円）

⚫ 当期は関西万博効果による上昇があった一方、7月5日問題によるアジア需要の急減や、
11月以降の日中関係緊迫化等の影響によりマーケット環境が変化。
国内外のその他ニーズを捉えた販売活動の徹底で稼働率は上昇したものの、
客室単価は市場価格の一時的な低下に影響され伸び率が鈍化した。

⚫ 足元5月（5月26日時点）の状況は以下の通り。 

稼働率：89.6％ 

客室単価：18,094 円 

RevPAR：16,206 円

9

・このスライドでは、ドーミーイン事業のKPIである、
稼働率、客室単価及びRevPARを月別にお示ししております。

・当期は、前期と比較して、稼働率はプラス2.0ポイント、客室単価はプラス830円となり、
掛け合わせたRevPARは前期比プラス1,0５７円の14,８５３円となりました。

・当期は、関西万博効果による上昇もありましたが、7月5日問題によるアジア需要の急減に加え、
1１月以降にかけて顕在化した政治的な日中関係緊迫化等の影響により、
マーケット環境に変化が見られました。これに対し、その他の国内外ニーズを捉えた
販売活動を徹底したことで、稼働率は上昇しましたが、客室単価はマーケットプライスの
一時的な低下に引っ張られた結果、伸び率は鈍化いたしました。

・なお、4月の状況は御覧の通りとなりますが、赤くお示ししている足元５月の状況は
５月26日時点で、
稼働率は89.6％、客室単価は18,094円、RevPARは 16,206円での推移となっております。

※5月前期比：稼働率：＋2.6pt、ADR：＋1,033円(+6.1%)、RevPAR：＋1,362円(+9.2%)

（次のページへ）
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+1.6+11.6 +2.7

FY 3/25 既存棟 FY 3/26

開業棟
その他 FY 3/26

-3.8

+2.3

-9.6

FY 3/25 既存棟 FY 3/26

開業棟
その他 FY 3/26

▌売上高

▌営業利益

（億円）

（億円）

1
2

1

2

前期から 15.8億円／2.9％の増収

前期から 11.1億円の減益

570.3
554.4

3.6

30.6

19.5

売上高および営業利益リゾート事業

1

1

3

RevPAR上昇に伴う増益 +6.6

集客手数料増加 -0.5

コストインフレーション（人件費・リネン・清掃費等） -3.8

RevPAR上昇に伴う増収 +11.6

＠39,708円 前期比 +1,439円(+3.8％) 

大規模リニューアル影響 -3.1

開業準備費用増加 -3.0

本部費用 他 -3.5

大規模リニューアル影響 他 +2.7

2

2

FY 3/26開業棟  1棟（239室）

3月 ラビスタ熱海テラス 239室

自社予約比率 23.7%
（前期比+1.7pt）

インバウンド比率 14.9%
（前期比+2.1pt）

3

4Q累計

【リゾート事業の売上高および営業利益の説明 （常務取締役 髙久 学）】

⚫ 売上高：570.3億円（前期比 +2.9％） 

⚫ 営業利益：19.5億円（前期比 -11.1億円）

⚫ 積極的な販売活動およびレベニューマネジメントの取り組みにより、
主要指標である自社予約比率とインバウンド比率は以下の通り上昇。 

自社予約比率：23.7%（前期比 +1.7ｐｔ） 

インバウンド比率：14.9％（前期比 +2.1ｐｔ）

⚫ 既存棟においては、RevPARが前年同期に比べて1,439 円（3.8％）上昇。
コストインフレを吸収し、売上高 11.6億円の増収、利益で2.3億円の増益を記録。

⚫ その他、前期の大規模リニューアル工事による休館からの回復影響で増収となったものの、
償却費用や本部費用の増加等があり、利益影響額は前期比マイナス9.6億円。

・続きまして、リゾート事業となります。
リゾート事業につきましても、ドーミーイン事業と同様に

  積極的な販売活動およびレベニューマネジメントに取り組みました。
右上に記載の通り、自社予約比率は前期比1.7ポイント増の23.7%、
インバウンド比率は前期比2.1ポイント増の14.9％となりました。

・既存棟においては、 RevPARが前年同期に比べて1,439円・3.8％上昇し、
11億6千万円の増収となり、利益ベースでも、コストインフレを吸収して、
２億３千万円の増益となりました。

・その他では、前期大規模リニューアル工事による休館からの回復影響により
増収となったものの、償却費用や、本部費用の増加等もあり、
利益影響額は前期比マイナス9億6千万円となりました。
※大規模リニューアル 46期：９棟（伊久・深山桜庵・雪月花・きらの里・菊屋・銀花・水の音・伊東・那須）

 47期：７棟（きらの里・菊屋・伊久・東京ベイ・嵐山花伝抄・米屋・水の音）

・以上の結果、リゾート事業全体では、
売上高は、前期比２.9 ％増となる、570億3千万円となり、
営業利益は、前期から11億１千万円減益となる、19億5千万円となりました。

（次のページへ）

メモ：営業利益内訳
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稼働率、客室単価およびRevPARの月別推移

1Q 2Q 3Q 4Q 通期

FY 3/25 73.0 78.4 83.9 77.4 78.2

FY 3/26 76.6 83.4 86.6 81.3 82.1

前期比 +3.7pt +5.0pt +2.7pt +3.9pt +3.8pt

▌ 稼働率 （％）

1Q 2Q 3Q 4Q 通期

FY 3/25 45.9 50.1 49.5 49.6 48.9

FY 3/26 45.9 48.0 50.2 49.0 48.3

前期比 -0.0 -2.0 +0.7 -0.6 -0.5

▌ 客室単価 （千円）

1Q 2Q 3Q 4Q 通期

FY 3/25 33.5 39.3 41.6 38.4 38.2

FY 3/26 35.1 40.1 43.5 39.8 39.7

前期比 +1.6 +0.8 +1.9 +1.4 +1.4

▌ RevPAR （千円）

(+0.6pt)

(+8.4％)

(+9.2％)

速報
(前期比)

リゾート事業

客室単価※1 RevPAR※1稼働率※1 客室単価（千円）※ RevPAR（千円）※稼働率（％）※

FY 3/25 FY 3/26 FY 3/27

46.1
47.7

43.4

48.2

55.2

46.4
47.7

50.2 50.9
52.3

47.8 48.6
46.4

47.8

42.8

45.9

53.3

44.3

48.8
50.5 51.5

49.9
48.2 48.8

46.8

51.8

35.7
34.5

29.8

34.9

45.7

37.0 41.1

43.2

40.5
39.6

37.0
38.3

37.0
37.5

30.4

34.9

47.5

37.6
43.5

44.7

42.4 37.8
40.3

41.3

37.1

41.0

77.4%
72.3%

68.7%

72.4%

82.8%

79.8%

86.2% 86.1%

79.5%
75.9%77.5%

78.8%

79.8%

78.6%

71.0%

76.2%

89.2%

84.8%

89.0% 88.5%

82.4%

75.8%

83.7%
84.6%

79.4%

79.2%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

※ 同一条件下で比較するために 2024年4月以降に開業したホテルを除外

【リゾート事業の稼働率、客室単価およびRevPARの月別推移の説明 （常務取締役 髙久 学）】

⚫ 稼働率：82.1％（前期比 +3.8ｐｔ） 

⚫ 客室単価：48,394 円（前期比 -520円） 

⚫ RevPAR：39,708 円（前期比 +1,439円）

⚫ 期中はアジア需要の急減や日中関係の影響等による市場環境の変化に対し、
積極的な販売活動を継続したことで稼働率は年間を通して大きく上昇。
一方で、客室単価は市場価格の一時的な低下に引っ張られた影響が残り微減での着地。

⚫ 足元5月（5月26日時点）の速報値は以下の通り。 

稼働率：79.2％
客室単価：51,865 円 

RevPAR：41,060 円

⚫ 前期の一時的なマイナス影響から脱却し、足元は大幅な上昇傾向で順調に推移。

11

・続いて、リゾート事業のKPIである稼働率、客室単価、およびRevPARの月別推移となります。

・当期は、稼働率が前期比プラス3.8ポイントの82.1％、
客室単価は前期比520円マイナスの48,394円となり、
これらを掛け合わせたRevPARは、前期比プラス1,439円の39,708円となりました。

・期中におきましては、ドーミーイン同様、
アジア需要の急減や、日中関係の影響等によるマーケット環境の変化のなかで、
積極的な販売活動を継続したことにより、
稼働率は年間を通して大きく上昇いたしましたが、客室単価はマーケットプライスの一時的な
低下に引っ張られた影響が残り、微減での着地となっております。

・一方で、右側に赤色でお示ししている足元5月の速報値をご覧下さい。
５月26日時点で、客室単価が51,865円、RevPARは41,060円となっており、
前期比プラス9.2％と大幅な上昇傾向となっております。
前期の一時的なマイナス影響から脱却し、足元は順調に推移しております。

※5月前期比：稼働率：＋0.6pt、ADR：＋4,018円(+8.4%)、RevPAR：＋3,470円(+9.2%)

（次のページへ）
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コロナ影響期間

667 

1,054 
979 

1,235 

908 
795 

707 
745 

993 

1,455 

FY 3/19 FY 3/20 FY 3/21 FY 3/22 FY 3/23 FY 3/24 FY 3/25 FY 3/26

長期借入金 短期借入金 CB

Net 有利子負債（億円） 純資産 Net D/Eレシオ

財務指標

2025年3月末

▌連結貸借対照表

2026年3月末

▌主要財務KPI推移

資産

3,166億円

（+151億円）

固定資産

2,414億円

（+98億円）

負債

純資産

1,455億円

（+461億円）

1,711億円

（-309億円）

自己株式

-2億円

資産

流動資産

695億円

3,014億円

固定資産

2,316億円

負債

流動負債

1,080億円

純資産

993億円

2,021億円

自己株式

-2億円

現預金

256億円

固定負債

940億円

流動負債

789億円

(-291億円)

固定負債

921億円

(-18億)

流動資産

750億円

(+54億円)

現預金

299億円

(+42億円)
有利子負債

1,492億円
※CB300億を含む

有利子負債

1,207億円

(-284億円)

（注）有利子負債＝短期借入金+１年内償還予定の社債+社債+長期借入金+リース債務+CB(転換社債）

Net  D/E

レシオ（倍）
0.84 0.90 1.49 1.39 1.31 1.23 1.24 0.62

自己資本
比率 （%）

39.3 38.7 29.6 29.2 27.4 32.0 33.0 46.0

建物及び構築物

604億円

(+86億円)

建物及び構築物

518億円

【財務指標の説明 （常務取締役 髙久 学）】

⚫ 3月末の総資産および純資産は以下の通り。 

総資産：3,166 億円（前期末比 +151億円） 

純資産：1,455 億円（前期末比 +461億円）

⚫ 総資産の主な増加要因は、現預金の増加
およびホテル開発等の進捗に伴う建物及び構築物の増加による。

⚫ 負債および純資産については、当期中に300億円のCB（転換社債）の転換行使があったこともあり、
有利子負債が前期末から284億円減少。

⚫ 主要な財務KPIの推移は以下の通り。 

自己資本比率：46.0％（前期末の33.0％から +13.0ｐｔ） 

ネット有利子負債：908億円（前期末の1,235億円から減少） 

ネットD/Eレシオ：0.62倍（前期末の1.24 倍から改善）

⚫ ネットD/Eレシオがコロナ前からの財務指針である「1倍以下」を達成。
今後も安定的な財務基盤をベースに持続的な成長投資を継続しつつ、
不動産流動化などによる早期の資金回収も活用して適切な財務バランスの維持に努める。

12

・それでは次に連結貸借対照表と、主要な財務KPIについてご説明いたします。

・3月末の総資産は、前期末に比べ1５1億円増の３,166億円となりました。
主な増加要因は、現預金の増加および、ホテル開発等の進捗に伴う建物及び構築物の増加に
よるものであります。
※四日市28億、敦賀27億、仁和寺24億など

・一方、負債および純資産につきましては、当期中に３００億円のCBの転換行使があったこともあり、
有利子負債が前期末から284億円減少し、純資産は461億円増加の1,455億円となりました。

・ ※CB…進捗率100%、発行済株式数91,243,720株、希薄化率16.3％、資本金＋150億、資本剰余金＋151億

・この結果、自己資本比率は前期末の33.0％から13.0ポイントプラスの46.0％となり、
ネット有利子負債も、前期末の1,235億円から908億円へと減少しております。
右側のグラフにございますネットD/Eレシオにつきましても、前期末の1.24倍から0.62倍へと
改善し、コロナ前からの当社の財務指針である「ネットD/Eレシオ1倍以下」となりました。

・今後とも、安定的な財務基盤をベースに持続的な成長投資を継続しつつ、
不動産流動化などによる早期の資金回収も活用して、適切な財務バランスの維持に
努めてまいります。
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コロナ影響期間

10.0 11.0 

5.0 5.0 5.0 
8.0 

16.0 

23.0 

12.5 11.5 

5.0 5.0 6.0 

16.5 

22.0 

23.0 

22.5 22.5 

10.0 10.0 
11.0 

24.5 

FY 3/19 FY 3/20 FY 3/21 FY 3/22 FY 3/23 FY 3/24 FY 3/25 FY 3/26

中間配当（円） 期末配当（円）

38.0

株主還元

▌配当 ▌株主優待

※ 2024年3月期における特殊要因である、持分法による投資利益50.2億円および減損損失20.1億円の影響を除いた場合の配当性向は20.3％

⚫ 「株主優待券」 （7月・12月）

⚫ 「長期保有株主優待券」 （7月）

⚫ 「リゾートホテル優待」 （7月・12月）

ご所有株式数 株主優待券
長期保有

株主優待券※1

リゾート
ホテル

優待※2

100株以上 ～  200株未満 2,000円分 2,000円分 1枚

200株以上 ～  500株未満 4,000円分 4,000円分

2枚
500株以上 ～ 1,000株未満 8,000円分 6,000円分

1,000株以上 ～ 2,000株未満 16,000円分 10,000円分 3枚

2,000株以上 ～ 5,000株未満 30,000円分 20,000円分

10枚5,000株以上 ～ 10,000株未満 50,000円分 40,000円分

10,000株以上 120,000円分 60,000円分

※1 「長期保有株主優待券」は3月31日時点で当社の株式を3年以上継続保有されている株主様が対象

※2 「リゾートホテル優待」の割引率（目安）は下記の通りとなります、詳細は当社コーポレートサイトにてご確認ください

平日（および一部特定期間） ： 通常料金の約30％割引

休前日・特日等 ： 通常料金の約10％割引

46.0

増配

+8.0円
（+21.1％）

EPS
（円）

122.7 88.8 -156.0 6.9 54.4 159.1 186.6 221.8

配当性向
(%)

18.3 25.3 - 144.6 20.2 15.4※ 20.4 20.7

【株主還元の説明 （常務取締役 髙久 学）】

⚫ 配当金については、
目標配当性向20％を基準とした業績連動・収益対応型配当を最重要施策の一つとしており、
当期の予定は以下の通り。 

一株当たり配当金：年46円（前期から+8円、21.1%の増配） 

配当性向：20.7％

⚫ 好調な業績（過去最高益）を反映し、安定的かつ継続的な増配と企業価値の向上に努める。

⚫ 株主優待制度については、当社全ての施設やサービスで使える優待券を
株式数や保有期間に応じて贈呈。

⚫ 前期より紙チケットから電子チケットへ変更し、利便性を向上。
そのほか、3年以上継続保有の株主を対象とした「長期保有株主優待券」や、
平日に通常料金の約30％割引となる「リゾートホテル優待」等を用意。

今後も利便性向上と内容の充実に継続して取り組む。

13

・それでは、私からの最後に、配当と株主優待についてご説明いたします。

・まず配当金についてですが、当社は目標配当性向20％を基準とした、業績連動・収益対応型
配当を最重要施策の一つとしております。
当期の配当金につきましては、過去最高益となった好調な業績を反映し、前期から一株当たり
8円増、年46円、率にして21.1%の増配となり、配当性向は20.7％を予定しております。

・次に、株主優待制度についてご説明いたします。
本株主優待は、当社の全ての施設やサービスに使える優待券であります。
優待金額につきましては、右の表に記載の通り、
株式数や保有期間に応じた内容となっております。

・また、前期より紙チケットから電子チケットに変更し、より利便性を高めたほか、
3年以上継続保有されている株主様への「長期保有株主優待券」や、平日に通常料金の
約30％割引となる「リゾートホテル優待」などもご用意しております。
今後も株主の皆様の利便性向上と内容の充実に継続して取り組んでまいります。

・当社は今後とも、「長期にわたり安定して着実に株主の皆様に報いる」を基本スタンスとして、
安定的かつ継続的な増配と企業価値の向上に努めてまいります。

・以上をもちまして、2026年3月期 決算概要のご説明を終わらせていただきます。
続きまして、社長の中村より、『2027年3月期 通期業績予想』をご説明させていただきます。

  ご清聴ありがとうございました。

（決算パート終了）
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01  2026年３月期 決算概要        P.02

02  2027年３月期 業績予想                               P.14

03  中期経営計画 進捗状況  P.26

14

中村です。
 
2027年3月期の業績予想、および、中期計画の進捗についてご説明を
いたします。 

（次のページへ）
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コロナ影響期間

133 

105 

-68 

203 
225 

253 

145 

112 

-90 

14 

73 

167 

204 

248 
260 

FY3/19 FY3/20 FY3/21 FY3/22 FY3/23 FY3/24 FY3/25 FY3/26 FY3/27…

寮事業

ドーミーイン事業

リゾート事業

その他

営業利益(不動産流動化を除く)

営業利益

・新築とリブランドを併用し、8棟1,197室の新規開業を計画

・旺盛な宿泊需要を的確に捉え、ダイナミックプライシングに

よるレベニューマネジメントを徹底継続、開業費や運営コスト

などの増加を吸収し、二桁成長を織り込む

ホテル事業

・15棟2,466室の開業計画、期初稼働率は前期から

1.1ポイント高い98.5%と高稼働率でスタート

・新規事業所の増加効果に加え、販売価格の適正化について

継続的に取り込み、大幅な増収増益を計画

（億円） 売
上
高

連結業績予想ハイライト

寮事業

・当期純利益は特殊要因により微減を見込むも、配当金は前期

同額の年 46円（配当性向23.2％、前期比＋2.5pt）を計画

その他

着実な持続成長、営業利益260億円、不動産流動化を除く実質成長率12.7％

【連結業績予想ハイライトの説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 営業利益：260億円（前期比 +4.6％） 

⚫ 当期純利益：180億円（一時的な微減） 

⚫ 年間配当金：46円（前期同額、配当性向 23.2％）

⚫ 変動幅の激しい不動産流動化などの特殊要因を除いた、主力事業（寮・ホテル）の
「実質的な営業利益」では前期比12.7％増と二桁増の成長率を計画。

⚫ 当期純利益は前期の税効果会計の反動により微減を見込むが、本業の悪化によるものではないため、
前期同額の配当を維持し安定的かつ柔軟な還元に取り組む。

⚫ セグメント別のポイントは以下の通り。
寮事業：15事業所2,466室の新規開業を加えた全事業所の期初稼働率が98.5％と
高水準でスタート。販売価格の適正化と合わせてコスト上昇に対応し、確実な増収増益を計画。

ホテル事業：外部の市場環境が現状程度で推移すると仮定し、
既存事業所の RevPAR 前年比増を織り込む。
ドーミーイン6棟、リゾート2棟の新規出店に伴うオープニングコストを吸収し、増収増益を計画。

15

まず、業績予想ですが、営業利益を前期比4.6％増の260億円としまし
たが、変動幅の激しい、不動産流動化などの特殊要因を除いた、主力で
ある、寮・ホテルの管理運営に伴う「実質的な営業利益」で比較しますと、
前期比で12.7％増と、二桁増の成長率を計画しています。

セグメント別のポイントですが、寮事業では、 15事業所・2,466室の新
規開業を加えた、全事業所の期初稼働率が98.5％と、高水準でスター
トし、販売価格の適正化と合わせて、コスト上昇に対応することで、
確実な増収増益を計画しております。

次に、ホテル事業では、外部の市場環境が現状程度で推移すると仮定し
て、既存事業所について、RevPARの前年比増を織り込むと同時に、
ドーミーイン6棟、リゾート2棟の新規出店にともなうオープンニングコ
ストを吸収し、増収増益を計画しております。

なお、当期純利益におきましては、前期の税効果会計の反動により、
180億円と一時的な微減を見込んでおりますが、本業の悪化によるも
のではありませんので、年間配当金を前期同額の46円、配当性向
23.2％と設定し、安定的かつ柔軟な還元に取り組んでまいります。

（次のページへ）
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連結業績予想と主要経営指標

FY 3/26

実績
(2025/4–2026/3)

FY 3/27

業績予想
(2026/4–2027/3)

前期比

売上高 2,752 2,770 +17 +0.6%

営業利益 248 260 +11 +4.6%

経常利益 262  260 -2 -0.8%

当期純利益 187 180 -7 -3.8%

EPS(円) 221.8 198.0 -23.9 -10.8%

配当金 (円) 46.0 46.0 ― ―

減価償却費 90 115 +24 +27.3%

キャッシュ・

フロー※2 277 295 +17 +6.3%

設備投資額 421 540 +118 +28.0%

（億円）

A

特殊要因

左記要因除く

前期比不動産流動化

増減分

減損損失 税効果

-219 ― ― +237 +9.9%

-16 ― ― +28 +12.7%

-16 ― ― +14 +6.2%

-12 +7 -9 +7 +4.2%

B C D A B C D

187

-12

180

FY3/26

実績

不動産流動化

増減分

減損損失 税効果 FY3/27

業績予想

実質
成長力

▌当期純利益

B C D

+7

-9

+7

※1前期に発生した転換社債型新株予約権付社債の転換行使の影響を考慮し、比較可能性を担保するため、前期の期中平均株式数（84,340,121株）に基づき算定したEPSは213.4円（前期比-3.8％）

※2 キャッシュ・フロー : 当期純利益+減価償却費

※1

【連結業績予想と主要経営指標の説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 売上高：2,770億円（前期比 +0.6％） 

⚫ 営業利益：260億円（前期比 +4.6％） 

⚫ 経常利益：260億円 

⚫ 当期純利益：180億円

⚫ 表に示した3つの要因を補正して比較した場合の実質的な成長率は以下の通りとなり、
収益力に陰りはない。 

売上高成長率：9.9％ 

営業利益成長率：12.7％

⚫ 全体としては比較的抑え目の増収増益を見込み、
経常利益と当期純利益は前年比で微減の計画。
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次に、業績予想に織り込んだ特殊要因と、これを補正した比較について
ご説明いたします。

27年3月期の業績予想として、売上高を前期比0.6％増の2,770億円、
営業利益は前期比4.6％増の260億円と、比較的、抑え目な増収増益
を見込み、経常利益を260億円、当期純利益は180億円と、前年比、微
減の計画としておりますが、表に示した3つの要因を補正して比較しま
すと、
売上高が9.9％、営業利益は12.7％、の成長率となり、経常利益、当期
純利益についてもご覧のとおりで、実質的な成長率、収益力に陰りがな
いことがご理解いただけるかと思います。

（次のページへ）
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78.0
66.5

15.6 2.9 0.9
19.0

-1.2

61.9

190.9

19.5 2.9 5.9
30.4

-1.8

68.8

30.0

0.9
6.5 8.9 1.7

寮 ドーミーイン リゾート 総合ビル

マネジメント

フーズ デベロップ

メント

その他

FY 3/19実績

FY 3/26実績

FY 3/27業績予想

206.6

489 455
327

155
69

158 124

579 

922 

570 

221 
140 

431 

196 

615 

1,005 

658 

215 156 195 218 

寮 ドーミーイン リゾート 総合ビル

マネジメント

フーズ デベロップ

メント

その他

FY 3/19実績

FY 3/26実績

FY 3/27業績予想

連結業績予想：事業セグメント別内訳

（億円）

（億円）

ホテル合計

FY 3/19実績 783  

FY 3/26実績 1,492

FY 3/27業績予想 1,664

▌売上高

▌営業利益 ホテル合計

FY 3/19実績 82.1

FY 3/26実績 210.5

FY 3/27業績予想 236.7

（セグメント間内部取引消去前）

▌ セグメント別構成比 FY 3/27 業績予想

21.3%

63.8%

9.3%

0.3%

2.0%
2.8%

0.6%

20.1%

32.8%

21.5%

7.0%

5.1%

6.4%

7.1%

外側 売上高

内側 営業利益

■寮事業

■ドーミーイン事業

■リゾート事業

■その他■デベロップメント

■フーズ

■総合ビル  
■マネジメント

【連結業績予想:事業セグメント別内訳の説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 安定収益である「寮事業」と、成長のドライバーとしての「ホテル事業」の2つのエンジンが
当社の成長の源泉。

⚫ 「デベロップメント事業」の売上高の減少は、
前期に実行した大型ホテル「ラビスタ熱海テラス」の不動産流動化に伴う反動減による。
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次に、売上高および営業利益の事業セグメント別の内訳について、業績
予想、前期実績、ならびにコロナ前である2019年3月期との比較で表
示しております。

安定収益の「寮事業」と、成長のドライバーとしての「ホテル事業」、この
２つのエンジンが、当社の成長の源泉となっています。

また、「デベロップメント事業」の、売上高の減少は、前期に実行した大
型のホテル「ラビスタ熱海テラス」の不動産流動化に伴う反動減であり
ます。

（次のページへ）
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+14.5 +1.2

+32.0

-11.8

FY 3/26

実績
既存棟 FY 3/26 

開業棟
FY 3/27

開業棟
その他 FY 3/27

業績予想

連結業績予想 売上高および営業利益

▌売上高

▌営業利益

（億円）

（億円）

前期から 35.9億円／6.2％の増収

前期から 6.8億円／11.1％の増益

寮事業

+5.0 +2.6 +1.2

-1.9

FY 3/26

実績
既存棟 FY 3/26

開業棟
FY 3/27

開業棟
その他 FY 3/27

業績予想

1 2

615.1
579.2

68.8
61.9

1

2

3

1

2

3

4 受託事業 -5.0

閉鎖棟 他 -6.8

本部費用 他 -1.9

販売価格適正化および稼働増加 +11.0

契約金増加 +3.1

コストインフレーション 他 -9.1
（食材費・リフォーム代・水道光熱費等）

販売価格適正化および稼働増加 +11.4

契約金増加 +3.1

販売価格適正化および稼働増加 +2.8

契約金減少 -1.6

販売価格適正化および稼働増加 +2.2

契約金減少 -1.6

開業費減少 他 +2.0

1 2 3 4

3

FY 3/27開業棟 15棟（2,466室）
ドーミー八王子大塚 330室 ドミール創成イースト 74室

ドーミー東海大Hills 493室 アーバンテラス日吉高田 41室

ドーミー市谷加賀 355室 Ritsumeikan Uji Dormitory 156室

ドーミー牛込神楽坂 93室 ドーミー山科東野 192室

吉祥寺国際学生会館 54室 ドーミー高松西宝町 139室

ドミール両国 24室 ドーミー長崎新大工町 106室

国分寺コミュニティハウス 156室 ドーミー長崎平和公園 74室

ドーミー衣笠等持院 179室

【連結業績予想：寮事業の売上高および営業利益の説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 売上高：615.1億円（前期比 +6.2％） 

⚫ 営業利益：68.8億円（前期から +11.1％）

⚫ 売上高は、新規オープンした15事業所2,466室を加えた全事業所の高稼働と、
既存棟における販売価格の適正化が寄与し増収を見込む。

⚫ 営業利益は、食材費や水光熱費をはじめとするコスト上昇を見込むものの、これらを稼働・単価の上昇
で吸収し増益を計画。

18

次に、各セグメントの、売上・利益の増減要因についてご説明いたしま

す。

まず、寮事業です。

売上高は、新規オープンの15事業所・2,466室を加えた、全事業所の
高稼働と、既存棟における販売価格の適正化が寄与し、トップラインで
ある売上高は、前期比6.2％増の615億1千万円を見込んでおります。

また、営業利益は、食材費や水光熱費をはじめとするコスト上昇
を見込んでおりますが、これらを、稼働・単価の上昇で吸収し、前期から
11.1％増の６８億８千万円と計画しております。

（次のページへ）
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寮事業新規開業

初進出の長崎県2棟を含む15棟2,466室を開業

進出済 28都道府県

■ 進出済
■ 未進出

【連結業績予想：寮事業の新規開業棟の説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 学校法人や事業法人が集積する首都圏・政令指定都市への重点出店とともに、
新たなエリアとして地方国立大学や地方有力企業との提携にも着手。
全国で合わせて「15事業所・2,466室」の新たな拠点をスタート。

⚫ 当期は「初進出」となる長崎県での2棟の開業をはじめ、全国28都道府県に展開を拡大。

⚫ 近年の建築価格の高騰に対し、リノベーション・リブランドによる中古寮の再生活用を図るなど
サステナブルな取り組みにも積極的に着手。
次期以降の中長期的な成長基盤をしっかりと獲得していく。

19

こちらは、寮事業の新規オープンの事業所です。

学校法人様や事業法人様が集積する首都圏や政令指定都市への重点的
に出店するとともに、新たなエリアとして地方国立大学様、地方有力企
業様との提携にも着手し、全国で合わせて、「15事業所・2,466室」の
新たな拠点をスタートしました。

当期は「初進出」となる長崎県での2棟の開業をはじめ、全国28都道府
県に展開を拡大し、近年の建築価格の高騰に対し、リノベーション・リブ
ランドによる中古寮の再生活用を図るなどサステナブルな取り組みに
も積極的に着手しており、次期以降の中長期的な成長基盤をしっかりと
獲得してまいります。

（次のページへ）
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+44.1 +19.9 +16.4 +3.0

FY 3/26

実績
既存棟 FY 3/26

開業棟
FY 3/27

開業棟
その他 FY 3/27

業績予想

連結業績予想 売上高および営業利益

▌売上高

▌営業利益

（億円）

1
2

3
4

（億円）

1

2

前期から 83.4億円／9.0％の増収

前期から 15.6億円／8.2％の増益

ドーミーイン事業

+15.7 +4.8

-3.9 -0.9

FY 3/26

実績
既存棟 FY 3/26

開業棟
FY 3/27

開業棟
その他 FY 3/27

業績予想

1
2

大規模リニューアル工事増加 -3.3

開業準備費用減少 +3.7

本部費用 他 -1.3

1

2

3

RevPAR上昇に伴う増収 +44.1
＠15,615円 前期比+807円 (+5.5％) 

4 大規模リニューアル工事増加 -1.5

韓国 他 +4.5

1,005.6

922.2

206.6190.9

RevPAR上昇に伴う増益 +37.9

コストインフレーション 他 -22.2
（食材費・リネン・清掃費等）

FY 3/26開業棟  4棟（636室）

10月
10月
11月

3月

ドーミーイン敦賀
ドーミーインEXPRESS 雲南
御宿 野乃熊本
御宿 野乃福井

199室
94室

191室
152室

FY 3/27開業棟  6棟（1,040室）

6月  

10月
10月

2月
2月
3月

ドーミーイン四日市
ドーミーイン小松
ドーミーイン千歳
ドーミーイン梅田東
ドーミーイン那覇＜県庁前＞
ドーミーインEXPRESS陸前高田

197室
174室
198室
123室
214室
134室

【連結業績予想：ドーミーイン事業の売上高および営業利益の説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 売上高：1,005.6億円（前期比 +9.0％） 

⚫ 営業利益：206.6億円（前期比 +8.2％）

⚫ 既存事業所の計画および見込みは以下の通り。 

RevPAR：15,615 円（前期比 +5.5%） 

売上高：44.1億円の増収 

営業利益：15.7億円の増益

⚫ 新規および前期開業棟の影響は以下の通り。
前期開業棟の通期寄与
売上高：19.9億円の増収
営業利益：4.8億円の増益
当期開業棟（6棟 1,040室）
売上高：16.4億円の増収
開業費用による3.9億円の減益

⚫ その他の増減益要因として、大規模リニューアル工事の増加にともなう減益3.3億円、
開業準備費用の減少にともなう増益3.7億円、
本部費用等によるマイナス1.3億円を織り込み、
計 0.9億円の減益要因を見込む。
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次に、ドーミーイン事業です。

まず、既存事業所ですが、RevPARを前期比5.5%増の15,615円と
設定し、売上高は44億1千万円の増収、営業利益は１５億７千万円の増
益を見込んでおります。

また、前期開業棟の通期寄与にともなう19億9千万円の増収と、4億8
千万円の増益に加え、当期に開業いたします6棟・1,040室の増収
16億4千万円と、開業費用による3億9千万円の減益を織り込んでおり
ます。

また、大規模リニューアル工事の増加に伴う減益3億3千万、開業準備
費用の減少による3億7千万円の増益、本部費用等でマイナス１億３千
万円、計９千万円の減益要因を見込んでおります。

この結果、ドーミーイン事業全体では、
売上高は前期比9.0％増の1,005億6千万円、営業利益は前期比
8.2％増の206億6千万円の増収増益を予想しております。
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ドーミーイン事業新規開業

ドーミーイン初進出となる沖縄県を含む6棟が開業

進出済 41都道府県

■ 進出済
■ 未進出

【連結業績予想：ドーミーイン事業の新規開業棟の説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 当期のドーミーインの開業計画は6棟1,040室。
それぞれのマーケット特性に応じた出店を進める。主な開業予定は以下の通り。

ドーミーイン那覇〈県庁前〉：沖縄県初出店
ドーミーイン四日市：国内100棟目
ドーミーイン小松：北陸エリア

ドーミーイン千歳：産業誘致エリア
ドーミーイン梅田東：ドミナント効果（既存エリア）
ドーミーインEXPRESS陸前高田：滞在型観光・地域復興拠点

⚫ 中期計画で設定した各都市への「ドーミーイン」「野乃」ブランドの展開、
およびロードサイドエリアの開拓を推進。

⚫ 建築費高騰下での実現に向け、リノベーションやリブランドも併用・活用し、
着実に外部成長を遂げていく。

21

こちらは、ドーミーイン事業の当期の開業計画であります。

当期のドーミーインの開業は、6棟・1040室で、これらを紹介しますと、
沖縄県に初出店となる「ドーミーイン那覇〈県庁前〉」をはじめ、国内
100棟目となる「三重県・四日市」、北陸の空の玄関口で地元の風土や
食を伝える「石川県・小松」、次世代半導体の建設など産業誘致に沸く
「北海道・千歳」、さらには、既存エリアでドミナント効果を狙った「大阪・
梅田東」、そして、滞在型観光の推進とともに地域復興の拠点と期待さ
れる「岩手県・EXPRESS陸前高田」、など、それぞれのマーケット特性
に応じた出店を進めてまいります。

中期計画で設定した、各都市へのドーミーインと野乃ブランドの展開と、
ロードサイドエリアの開拓。これらを、建築費高騰下で実現させるため
のリノベーション・リブランドも併用・活用して、着実に外部成長を遂げ
てまいります。
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コロナ影響期間

（注） 3期を同一条件下で比較するために 2024年４月以降に開業したホテルを除外

FY 3/26 FY 3/27 前期比

稼働率
（％）

88.8 89.2 +0.4pt

客室単価
（千円）

16.6 17.5 +5.0％

RevPAR
（千円）

14.8 15.6 +5.5％

連結業績予想 KPI推移ドーミーイン事業

※ 同一条件下で比較するために 2025年４月以降に開業したホテルを除外

客室単価※1 RevPAR※1稼働率※1 客室単価（千円）※ RevPAR（千円）※稼働率（％）※

10.8 11.0 10.6

7.9
8.7

11.8

14.3

15.8
16.6

17.5

90.0%

90.8%
88.1%

64.7%

73.9%

85.9% 87.0% 86.9%
88.8% 89.2%

9.7 10.0
9.4

5.1
6.4

10.1

12.4
13.7

14.8
15.6

FY 3/18 FY 3/19 FY 3/20 FY 3/21 FY 3/22 FY 3/23 FY 3/24 FY 3/25 FY 3/26 FY 3/27

業績予想

【連結業績予想：ドーミーイン事業のKPI推移の説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 当期計画の前期対比は以下の通り。 

稼働率：89.2％（前期比 +0.4pt） 

客室単価：17,500円（前期比 +800円） 

RevPAR：15,600円（前期比 +5.5％）

⚫ 当期もAIなどを活用したレベニューマネジメントの徹底により、計画目標の達成を確実なものとする。

⚫ 足元5月における各KPIは計画をやや上回って推移しており、順調なスタート。

22

次は、ドーミーインのKPIである稼働率、客室単価、そして、RevPARの
推移、これについて、当期を基準とした過去10年間分を時系列で示し
たものであります。

また、右の表に、前期実績と当期計画、赤枠内にその前期対比を示して
おります。

当期の計画は、前期対比で、稼働率がプラス0.4ポイント、客室単価は
プラス8百円の1万7千５百円、この結果RevPARは５.５％増の1万5千
6百円を見込んでおります。

当期も、AIなども活用し、レベニューマネジメントの徹底により、計画目
標の達成を確実なものとしてまいります。

なお、足元の５月においても、これらのKPIは、計画をやや上回って推
移をしており、順調なスタートとなっております。
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+22.7
+37.6 +18.6 +9.6

FY 3/26

実績
既存棟 FY 3/26

開業棟
FY 3/27

開業棟
その他 FY 3/27

業績予想

+9.8 +0.4

-4.6

+4.9

FY 3/26

実績
既存棟 FY 3/26

開業棟
FY 3/27

開業棟
その他 FY 3/27

業績予想

連結業績予想 売上高および営業利益

▌売上高

▌営業利益

（億円）

（億円）

1
2

3

前期から 88.5億円／15.5％の増収

前期から 10.5億円／53.9％の増益

リゾート事業

1
2

1

2

4

FY 3/26開業棟 1棟（239室）

3月 ラビスタ熱海テラス 239室

2 大規模リニューアル工事減少 +3.8

開業準備費用減少 +5.0

本部費用 他 -3.9

658.8

570.3

30.0
19.5

RevPAR上昇に伴う増収 +22.7
＠42,021円 前期比 +2,314円 (+5.8％) 

大規模リニューアル工事減少 他 +9.6

1 RevPAR上昇に伴う増益 +24.5

コストインフレーション 他 -14.7

（リネン・清掃費・水道光熱費等）

3 FY 3/27開業棟 2棟（157室）

6月 京都 御室 花伝抄 67室

10月 ラビスタ南阿蘇 90室

4

【連結業績予想：リゾート事業の売上高および営業利益の説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 売上高：658.8億円（前期比 +15.5％） 

⚫ 営業利益：30億円（前期比 +53.9％）

⚫ 既存事業所の計画および見込みは以下の通り。 

RevPAR：前期比 5.8%の上昇 

売上高：22.7億円の増収 

営業利益：9.8億円の改善

⚫ 当期開業棟（「京都・御室花伝抄」「ラビスタ南阿蘇」の計2棟157室）の影響として、
売上高：18.6億円
開業費用：4.6億円

⚫ コスト面では、本部費用等の増加を見込む一方、
大規模リニューアル工事費用の減少にともなう3.8億円の改善、
開業準備費用の減少にともなう5億円の改善を織り込む。

23

続きまして、リゾート事業です。

まず、既存事業所のRevPARを前期比5.8%の上昇と設定し、売上高

は22億7千万円の増収、営業利益は９億８千万円の改善を見込みます。

当期開業の「京都・御室花伝抄」、「ラビスタ南阿蘇」の２棟・157室の合

計で、売上高を18億6千万円、開業費用を4億6千万円と織り込んでお

ります。

コスト面では、本部費用等の増加を見込む一方、大規模リニュアル工事

費用の減少にともなう3億8千万円の改善、開業準備費用の減少にとも

なう5億円の改善を織り込んでおり、この結果、リゾート事業全体では、

売上高は15.5％の増収となる６58億8千万円、営業利益は53.9％の

増益となる、３0億円を見込んでおります。
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リゾート事業新規開業

新たな花伝抄シリーズと熊本県に共立リゾートが初進出

進出済 22都道府県

■ 進出済
■ 未進出

【連結業績予想：リゾート事業の新規開業棟の説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 「御室・花伝抄」（京都府）
世界遺産「仁和寺」の門前に立地する和風ホテル。
高級価格帯エリアへの出店であり、当社リゾート事業の中で最上位に位置付けられる。

⚫ 「ラビスタ南阿蘇」（熊本県）
熊本県への初進出案件。
阿蘇の大自然を一望できる、ラビスタブランドの代名詞である「眺望」を備えたホテル。
大規模なリノベーション・リブランド開発により、新築と同等の仕上がりとなる。

24

こちらは、リゾート事業の当期の開業計画であります。

当期は、2棟・157室の開業で、ご紹介しますと、まず、1994年に「古都
京都の文化財」として登録された「仁和寺」の門前にたたずむ、和風ホテ
ル「御室・花伝抄」は、京都の豊かな歴史と風情が色濃く残る御室地区に
立地し、高級価格帯エリアでの出店であり、当社リゾート事業の中でも
最上位に位置される事業所の開業となります。

また、熊本県への初進出となる「ラビスタ南阿蘇」は、阿蘇の大自然を一
望する絶好のロケーションに立地し、ラビスタブランドの代名詞である
「眺望」をお楽しみ頂けるホテルとなります。なお、このホテルは、大規
模なリノベーション・リブランドによる開発で、新築と同等の仕上がりと
なる案件です。
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コロナ影響期間

連結業績予想 KPI推移

（注） 3期を同一条件下で比較するために 2024年４月以降に開業したホテルを除外

リゾート事業

FY 3/26 FY 3/27 前期比

稼働率
（％）

82.1 81.4 -0.7pt

客室単価
（千円）

48.3 51.6 +6.7％

RevPAR
（千円）

39.7 42.0 +5.8％

※ 同一条件下で比較するために 2025年4月以降に開業したホテルを除外

客室単価※1 RevPAR※1稼働率※1 客室単価（千円）※ RevPAR（千円）※稼働率（％）※

41.5 42.4 42.9
46.6

41.6 42.1
45.9

48.9 48.3
51.6

86.1%

82.8%

76.2%

51.8%

59.9%

76.3% 76.8% 78.2%
82.1% 81.4%

35.7 35.1
32.7

24.1 24.9

32.2
35.3

38.2 39.7 42.0

FY 3/18 FY 3/19 FY 3/20 FY 3/21 FY 3/22 FY 3/23 FY 3/24 FY 3/25 FY 3/26 FY 3/27

業績予想

【連結業績予想：リゾート事業のKPI推移の説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 稼働率：81.4％（前期比 -0.7ｐｔ） 

⚫ 客室単価：51,600円（前期比 +6.7％） 

⚫ RevPAR：42,000円（前期比 +5.8％）

⚫ 当期は、特に既存施設における徹底したレベニューマネジメントを行い、
販売価格の適正化を優先する管理運営方針とする。

25

次に、こちらは、リゾート事業のKPIの推移です。

当期の計画におきましては、稼働率を前期比0.7ポイント減の81.4％、
客室単価は前期比6.7％増となる5万1千6百円と設定いたしました。

当期は、特に、既存施設における徹底したレベニューマネジメントを行
ない、販売価格の適正化を優先する管理運営方針とし、この結果、
RevPARは前期比5.8％増の4万2千円を計画します。
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業績予想

FY 3/28

中期経営計画

目標&見通し

寮事業

シニア事業

リゾート事業

ドーミーイン事業

その他

営業利益(右軸) 2,041

中期経営計画進捗
KYORITSU Growth Vision Rise Up Plan 2028 定量目標

寮事業およびホテル事業を中心に着実な成長を遂げ、5年間の売上高平均成長率10％、営業利益平均成長率30％を目標とする

過去最高営業利益 

145億円

(FY3/19)

前中期経営計画

最終年度定量目標

営業利益 190億円

2,800（億円）

1,756

1,737

1,212

売
上
高
（
左
軸
）

回復期 再成長期COVID-19

1,628

営業利益 280億円

営業利益率 10％

EPS※ 200円

ROE 10％

Net D/Eレシオ 1倍以下

売上 2,800億円

2028年目標

2,289

回復期 再成長期COVID-19

1,697

※ 2024年4月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割

2,752
2,770

(2,944)

(312)

(288)

【中期経営計画：定量目標と推移、見通しの説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 計画当初の2年間を「回復期」、その後の3年間を「再成長期」と位置づけ。
初年度（2024年3月期）のインバウンド需要の大幅な回復と販売価格の適正化により、
前期まで順調に業績が推移。

⚫ 当期の計画および見通しは以下の通り。 

営業利益：260億円（実質的に10％を超える成長率を設定）

⚫ 不透明な外部環境下で現状程度の状況が維持されることを前提とし、
当期目標の達成に全力集中。

⚫ 計画の最終年度となる2028年3月期の見通し（シミュレーション）は以下の通り。 

売上高：2,944億円 

営業利益：288億円（新会計ルール適用後で312億円）

⚫ 中期計画の着実な完遂とともに、次期中期計画の草案策定にも並行して着手。

27

まず、本計画の定量目標とこれまでの推移、および、見通しであります。

計画当初の2年間をコロナからの、“回復期”、その後の3年間を“再成長
期”と位置づけておりましたが、初年度、2024年3月期に、インバウン
ド需要が想定を大幅に上回って回復増加したことに加え、販売価格の
適正化も功を奏し、前期まで順調な業績推移を遂げてまいりました。

当期は、不透明な外部環境下で、現状程度の状況が維持されることを
前提にして、営業利益の計画値を260億円と、実質的に10％を超える
成長率と設定しました。

さらに、計画の最終年度となる28年3月期の見通しとして、現段階で
は様々な条件付きとはなりますが、売上高2944億円、営業利益288
億円、未確定ではありますが、新会計ルール適用後で312億円とシミュ
レーションしております。

まずは当期の目標達成に全力集中するとともに、中期計画の着実な完
遂、そしてその後の新たな次期中期計画の草案策定にも、並行して着手
してまいりたいと考えております。
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FY 3/24 FY 3/25 FY 3/26 FY 3/27 FY 3/28

寮・ドミール

+12棟* +1,037室* +8棟* +907室* +13棟* +1,405室* +15棟* +2,466室* +11棟* +1,203室*

期末棟数 519棟 期末棟数 526棟 期末棟数 536棟 期末棟数 543棟 期末棟数 554棟

期末定員室数 44,057室 期末定員室数 44,908室 期末定員室数 46,147室 期末定員室数 47,926室 期末定員室数 49,129室

リース比率 86.9％ リース比率 87.1％ リース比率 87.1％ リース比率 86.9％ リース比率 86.7％

［L］弘前、［L］仙台小松島
［L］仙台鉄砲町、［L］山形本町
［L］あすと長町、［L］大塚
［L］葛西グローバルハウス
［L］中野坂上、［L］相模大野
［L］大和南、［L］京都西院、［L］神戸山手

［L］大森北、［L］堺海岸通り
［L］西葛西北口 、［L］西葛西南口
［L］千種南、［L］大阪京橋、
［L］グローバルハウス仁川、
［L］KU ROKKO HOUSE

［L］札幌西11丁目、［L］札幌西18丁目、
［L］高松、［L］仙台川内、［L］西大路五条、
［L］壬生三条、［L］坂戸駅前、
［L］名駅亀島アネックス、［L］徳島、
岡山南方、［L］浦安３、［L］相模大野２、
［L］東戸塚GR

［L］八王子大塚、［L］東海大Hills、［L］市谷加賀、
Ritsumeikan Uji Dormitory、［L］山科東野、
［L］国分寺コミュニティハウス、［L］高松西宝町、
［ L ］長崎新大工町、 ［ L ］長崎平和公園、
［L］創成イースト、［L］吉祥寺国際学生会館、
［L］牛込神楽坂、［L］アーバンテラス日吉高田、
［L］両国、衣笠等持院

北海道 － 東北 1棟

関東・甲信越 3棟 東海・北陸 1棟

近畿 5棟 中国・四国 1棟

九州・沖縄 －

ドーミーイン

+4棟* +750室* +1棟* +78室* +4棟* +636室* +6棟* +1,040室* +6棟* +1,111室*

期末棟数 95棟 期末棟数 96棟 期末棟数 100棟 期末棟数 106棟 期末棟数 112棟

期末定員室数 17,107室 期末定員室数 17,180室 期末定員室数 17,814室 期末定員室数 18,854室 期末定員室数 19,965室

リース比率 97.5％ リース比率 98.5％ リース比率 97.6％ リース比率 96.6％ リース比率 95.9％

［L］EXPRESS豊橋
野乃浅草別邸
［L］野乃別府
［L］青森

［L］global cabin横浜中華街

敦賀
EXPRESS雲南
［L］野乃福井
［L］野乃熊本

四日市
［L］千歳
小松
那覇＜県庁前＞
EXPRESS陸前高田
［L］梅田東

Standard － －

Premium 1棟 222室

御宿 野乃 4棟 710室

EXPRESS 1棟 179室

リブランド － －

リゾート

+1棟* +75室* +1棟* +239室* +2棟* +157室* +2棟* +86室*

期末棟数 42棟 期末棟数 42棟 期末棟数 43棟 期末棟数 45棟 期末棟数 47棟

期末定員室数 4,260室 期末定員室数 4,260室 期末定員室数 4,476室 期末定員室数 4,633室 期末定員室数 4,719室

リース比率 73.8％ リース比率 73.8％ リース比率 75.1％ リース比率 72.6％ リース比率 71.2％

［L］ラビスタ横須賀観音崎テラス ［L］ラビスタ熱海テラス
京都 御室 花伝抄
ラビスタ南阿蘇

旅館タイプ － －

ラビスタ － －

リゾートタイプ 1棟 24室

リブランド 1棟 62室

全社リース比率 88.7 % 89.2% 89.0% 88.5% 88.2%

寮事業およびホテル事業の開業見込み

* 開発案件の棟数・室数の増加数を示している（期末稼働棟数・室数の前期末からの増加数を表しているものではない）

意思決定済 ・ 事業化予定実 績

（注）［L］はリース案件、下線を引いている物件は不動産流動化可能の案件

【寮事業及びホテル事業の開業見込みの説明 （代表取締役社長 中村 幸治】

⚫ 当期（2027年3月期）の開業予定は以下の通り。 

寮事業：15棟2,466室 

ドーミーイン事業：6棟1,040室 

リゾート事業：2棟157室

⚫ 現時点における中期計画最終の定員室数ベースの見込み（進捗状況）は以下の通り。 

寮事業：49,100室（計画50,000室） 

ドーミーイン事業：概ね計画通り
リゾート事業：4,700室（計画5,500室）

⚫ 建築費の高止まりや地政学的リスクなど不透明な外部環境が継続する中、
リブランド案件の活用など新たな手法を取り入れ、持続的な成長を着実に実現する方針。

⚫ 今後も環境変化に柔軟に対応しながら本計画の確実な達成に向けて邁進する。
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最後に、ご覧の資料は、中期計画期間における、寮・ホテルの新規開業

の実績および予定をまとめたものであります。

当期、2027年3月期につきましては、先ほどのご説明の通り、寮事業

は１5棟・2,466室、ホテルについては、ドーミーイン6棟・1,040室、リ

ゾート２棟・157室の開業を予定しております。

現時点での、中期計画の進捗状況は、定員室数ベースで、

寮事業は、計画５万室に対して4万９千1百室、ドーミーイン事業は概ね

計画通りの２万室、リゾート事業は5千５百室に対して4千7百室

の見込みとなっております。

建築費の高止まりや地政学的リスクなど、不透明な外部環境は継続し

ておりますが、リブランド案件の活用など新たな手法も取り入れ、

持続的な成長を着実に実現してまいる方針であります。

今後も環境変化に柔軟に対応しながら、本計画の確実な達成に向けて

邁進してまいりますので、今後ともご助言、ご支援をどうぞよろしくお

願いいたします。

ご清聴ありがとうございました。
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